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小中学校教員のメンタルヘルスに影響を与える因子の検討と未測定因子に関する感度分析
　日本において教員の精神疾患による病気休養は増加傾向にあり、メンタルヘルスの改善は重要な課題であ
る。教員のストレス因子は複数報告されているが、なかでも時間外労働 (長時間労働)はストレスと強い関連
を持つことが示されている。部活動や事務作業、保護者対応などの周辺業務の削減による労働時間の短縮が必
要とされているが、業務種別のストレスとの関連が不明なため、削減すべき業務の選択にとって障害となって
いる。
　本研究では、岐阜県の公立小中学校教員を対象として、職業性ストレス簡易調査票を用いて取得されたの心
理的ストレス反応をアウトカムとし、時間外労働の業務種別の労働時間との関連について検討する。また、教
員個人の能力やモチベーション、健康状態などの未測定交絡が存在するため、E-valueを用いた未測定交絡の
定量的感度分析を行う。
　本抄読会では、まずデータの取得方法や対象者の属性などの概要を説明する。次に各変数の欠測や分布など
のデータの詳細に触れ、最後に解析に用いる予定の変数や統計手法など、解析の方針について説明する。
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